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熊本県で採集されたキテンハタ 
 

清水 稔    
 

キテンハタ Epinephelus bleekeri は、ペルシア湾、

アラビア海からベンガル湾にかけてのインド洋、お

よびオーストラリア北岸から東南アジア、中国沿岸、

台湾にかけての西太平洋に分布する（Randall and 

Heemstra, 1991）ハタ科魚類である。これまでの日

本国内での標本に基づく記録としては、鹿児島県の

薩摩半島（上城ほか, 2019）、同じく鹿児島県の種子

島と奄美大島および沖縄県（藤原ほか, 2015）、和歌

山県（脇本・國島, 2021）がある。また、写真と信

頼性のある目視により、神奈川県、三重県、愛媛県、

高知県、宮崎県からも確認されている（藤原ほか, 
2015; 日比野・長野, 2020）。 

2021 年 5 月 30 日、熊本県天草郡苓北町の天草灘

で 1 個体のキテンハタが釣獲された。現在のところ、

本県でのキテンハタの公式な記録が見当たらないの

で、ここに報告する。 

 

材料と方法 

 標本の計数・計測は Randall and Heemstra (1991)

に従った。各部の計測については、ノギスを用いて

0.1mm 単位で計測した。標本については、10% 中性

ホルマリン溶液で固定し、水洗の後、70% エタノー

ル溶液に置換し、保存した。本報告に用いた標本は、

熊本博物館の資料として登録し、保管している。 

 

標 本 

KCM 05-004759, 体長 373.2mm, 全長 462.0mm, 熊

本県天草郡苓北町（32°28′N, 129°59′E）, 2021
年 5 月 30 日, 釣り, 緒方宏和. 

 
計数・計測形質 
背鰭条数 XI, 16; 尻鰭条数 III, 8; 胸鰭条数 17; 

腹鰭条数 I, 5; 側線有孔鱗数 52; 縦列鱗数 109; 
鰓耙数 9+16. 体長に対する各部位の割合（％）: 頭
長 37.8; 吻長 9.2; 体高 36.3; 体幅 20.6; 眼窩径 

5.8; 眼後長 24.0; 両眼間隔 7.1; 上顎長 16.7; 尾
柄高 12.5; 尾柄長 21.1; 背鰭前長 36.1; 臀鰭前長 
66.5; 背鰭基底長 58.3; 背鰭第 1 棘長 4.6; 背鰭第

2棘長 9.7; 背鰭第3棘長 11.0; 背鰭第4棘長 12.3; 
背鰭第 5 棘長 11.9; 背鰭第 6 棘長 11.5; 背鰭第 7
棘長 11.0; 背鰭第 8 棘長 10.3; 背鰭第 9 棘長 9.8; 
背鰭第 10 棘長 9.2; 背鰭第 11 棘長 8.2; 最長背鰭

軟条長（第 10 軟条）13.2; 臀鰭基底長 17.0; 臀鰭

第1棘長 3.8; 臀鰭第2棘長 6.4; 臀鰭第3棘長 8.5; 
最長臀鰭軟条長（第 4 軟条） 16.3; 胸鰭長 21.3; 腹
鰭長 18.2; 腹鰭棘長 10.6. 
 
結果 
背鰭が 11 棘 16 軟条、尻鰭が 3 棘 8 軟条、胸鰭が

17 軟条、縦列鱗数が 109 であること、尾鰭上部 1/3
にオレンジ～黄色の小斑が散在し、尾鰭下部 2/3 が

紫がかった濃い灰色であること、同様の小斑紋が頭

部、腹部下面を除く体側面、背鰭に散在すること、

胸鰭が黄色がかった濃い灰色であることなどの形質

が Randall and Heemstra (1991) が 示 し た

Epinephelus bleekeri の標徴と一致したため、本種

と同定した。 
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Fig.1. Fresh specimen of Epinephelus bleekeri from Reihoku, Kumamoto Prefecture, Japan 
(KCM-05-004759, 373.2 mmSL). 


